Analysis of the caudate artery with three-dimensional CT angiography : 3ジゲン CT ケッカン ゾウエイホウ オ モチイタ ビジョウヨウ ドウミャク ノ ケントウ by 大城 幸雄
Analysis of the caudate artery with
three-dimensional CT angiography : 3次元CT血管
造影法を用いた尾状葉動脈の検討
著者 大城 幸雄

























Analysis of the caudate aはerywith three-dimensional CT 
angiography 
(3次元 CT血管造影法を用いた尾状葉動脈の検討)
筑波大学教授 博士(医学) 南 A一子u. 
筑波大学准教授 博士(医学) 南 優子













葉動脈 (AlI)に分類し、交通校 (communicatingartery : ComA)は左右または区域動脈問を連絡する動脈と
した。検討項目は、 i 尾状葉動脈の起始パターン、 2. 単独起始型の本数と起始音1$、 3. 共通幹形成型の




ComA起始型:Type 3が 17例 (34%)、Type1 + Type 2が4例 (8%)、Type1 + Type 3が8例(16%)であっ
た。
2. Type 1 :単独起始型の検討では、 50例中 27例に単独分校が認められ、本数は 47本であった。 A1r22本
のうち 1本 (50%)が右肝動脈後校から、 A1l25本のうち 13本 (52%)が左肝動脈からであった。
3. AlrとA11との共通幹形成型:Type 2は50症例中 10例に認められ、 10本iや4本 (40%)が左肝動脈か
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らの起始であった。
4. ComAは50例中 25例に認められ、本数は 26本であった。 ComAのパターンは、右肝動脈と左肝動脈の
交通が9本 (35%)、右肝動脈後枝と右肝動脈と左肝動紙の交通が3本(12%)、右肝動脈後枝と左肝動脈の
交通が3本(12%)、その他が 1本 (42%)であった。


















平成 25年 l月 16日、博士(医学)学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について
説明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定
した。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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